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1. 昨年次 の事 を述べた ：ＤＤ ＶＰ剤 ガスが繊維晶に

吸着され，このため容器が空の場合 と繊維品 を収容し た

場合 とで，同一防虫効果を うるた めに使用す る薬剤量に

大差を生ず る。ここでは キュプ ラについて だけ 実験し た

ので，その後普通の種類の繊維品について実験し，ま た

防虫剤 として 戸ジ ク 町レベ ンゼン，ナフ タリンについて

も調べた。

2. 内容 約15/ のガラス円筒の中段に，断面の中央約

^/sに，布（ 異種 原料 ７種 ）をお きこ の上20  cm に薬剤 ，

下20  cm に試験虫（ヒメカツオブ シムシ幼虫）（試験羊

毛糸 とともに）をおく。 25° C に１週開放置し，薬量 一

死亡率一羊毛食害量関係を調べる。これを容器の空の場

合 と比較し,･繊維原料によ る結果の差異 を考察する。

3. 以下有効最 少薬量(mg/15/ ）を各場合について記

す。

ＤＤ ＶＰ：空 ，5. 羊毛,  4000. 木綿,  500. アセテ ー

ト,  4000. キュプ ラ,  50. ナイ ロン，10. ポリエステル

5.

p ジ クロルベンゼ ン： 空 ，60. 羊毛,   250. 絹,  120.

木綿,   120. アセテート,  2000. キュプ ラ,   120. ナイ ロ

ン, 500.  ポy エ ステル,  500.

ナフ タリン ： 空,  500.布 在中の場 合，アセテ ート，

ナイ ロンでは5000,   2週間で無効，羊毛 ，絹，木綿， キ

ュプ ラ，ポリエ ステルでは不十分。さらに長期の処理を

要す る。


